
境
界
消
滅
の
時
代
（
２
０
０
６
・
１
・
１
０
） 

  

八
○
年
代
初
頭
、
ア
メ
リ
カ
の
未
来
学
者
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
が
出
版
し
た
『
ザ
・
サ
ー
ド
・
ウ
ェ
ー
ブ
』
は
当
時
の

社
会
で
話
題
に
な
っ
た
書
物
で
あ
る
。
農
業
社
会
、
工
業
社
会
を
経
由
し
て
、
先
進
諸
国
は
情
報
社
会
に
移
行
す
る
こ
と
を

逸
早
く
予
見
し
、
そ
の
社
会
に
登
場
す
る
様
々
な
現
象
を
予
測
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
相
当
部
分
が
予
測
の
よ
う
に
実
現
し

て
き
た
。 

 

そ
の
ひ
と
つ
が
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
の
登
場
で
あ
る
。
供
給
す
る
立
場
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
と
消
費
す
る
立
場
（
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ー
）
の
境
界
が
曖
昧
に
な
り
、
一
人
で
両
者
の
役
割
を
す
る
人
間
が
増
加
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
現
在
の
社

会
に
は
様
々
な
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
が
存
在
し
て
い
る
。
些
細
な
事
例
で
あ
る
が
、
最
近
、
自
作
の
名
刺
を
手
渡
さ
れ
る
機
会

が
増
加
し
て
い
る
。
素
人
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
の
指
示
の
よ
う
に
操
作
す
れ
ば
名
刺
の
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
恩
恵
で
あ
る
。 

 

一
○
○
万
区
画
以
上
も
あ
る
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
（
市
民
農
園
）
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
日
本
で
も
週
末
農
業
が

流
行
し
て
い
る
。
元
来
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
失
業
対
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
事
業
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
日
本
で
は
裕

福
な
階
層
の
趣
味
に
な
っ
て
い
る
。
日
曜
大
工
も
増
加
し
て
お
り
、
郊
外
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
（
ド
ゥ
・
イ
ッ
ト
・
ヨ
ア
セ
ル
フ
）
の

大
型
店
舗
は
繁
盛
し
て
い
る
。
こ
れ
も
必
要
な
家
具
な
ど
を
制
作
す
る
と
い
う
よ
り
は
趣
味
の
領
域
で
あ
り
、
プ
ロ
シ
ュ
ー

マ
ー
の
一
種
で
あ
る
。 

 

そ
れ
以
外
に
も
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
現
象
は
多
数
あ
る
。
最
近
の
ゴ
ル
フ
の
試
合
で
は
、
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど

ア
マ
チ
ュ
ア
の
選
手
が
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
対
等
の
勝
負
を
す
る
場
合
も
増
加
し
て
い
る
し
、
小
説
で
も
主
婦
な
ど
の
素
人

が
著
名
な
文
学
賞
受
賞
者
に
な
る
事
例
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
素
人
（
ア
マ
チ
ュ
ア
）
と
玄
人
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
）
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
た
現
象
と
し
て
、
ア
マ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

最
近
、
各
地
で
地
域
の
住
民
が
道
路
や
公
園
の
清
掃
を
す
る
活
動
が
増
加
し
て
い
る
。
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
わ

れ
、
住
民
が
公
共
施
設
を
養
子
に
し
て
育
成
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
維
持
管
理
作
業
は
普
通
に
は
仕
事
で

あ
る
が
、
参
加
し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
は
一
種
の
余
暇
活
動
に
も
な
っ
て
い
る
。
ト
フ
ラ
ー
の
流
儀
で
命
名
す
れ
ば
、
仕

事
（
ワ
ー
ク
）
と
余
暇
（
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
境
界
が
消
滅
し
た
ワ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
境
界
の
消
滅
が
次
々
に
発
生
し
て
い
る
背
景
に
は
、
名
刺
を
簡
単
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
情
報
技
術
の
進
歩
や
、

そ
れ
ほ
ど
の
訓
練
な
く
工
作
の
で
き
る
工
作
機
械
の
進
歩
な
ど
も
あ
る
が
、
最
大
の
原
因
は
自
由
時
間
の
増
大
で
あ
る
。
平

均
寿
命
が
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、
我
々
の
生
涯
の
自
由
時
間
は
約
一
二
万
時
間
に
な
る
が
、
こ
れ
は
戦
前
で
は
四
万
四
○

○
○
時
間
、
戦
後
に
な
っ
て
も
五
万
八
○
○
○
時
間
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
膨
大
な
時
間
を
自
由
に
利
用
で
き
る
時
代
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
も
反
映
し
て
い
る
。
平
成
一
○
年
末
に
成
立
し
た
特
定
非
営
利
活
動
推
進
法
で
認
定

さ
れ
た
団
体
は
翌
年
に
は
わ
ず
か
二
三
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
の
七
年
で
一
万
七
○
○
○
以
上
に
急
増
し
て
い
る
。
世
界

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
九
○
年
頃
に
は
六
○
○
○
程
度
で
あ
っ
た
が
、
一
○
年
間
で
二
万
六
○
○
○
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
は
多
数

の
人
々
が
自
由
に
な
っ
た
時
間
を
社
会
の
維
持
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

最
近
の
環
境
問
題
の
会
議
な
ど
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
が
重
視
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
参
加
な
く

し
て
は
会
議
が
成
立
し
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
増
大
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
自
由
時
間
は
従
来
の
社
会
に
存
在
し

て
い
た
境
界
を
次
々
と
打
破
し
て
い
く
。
そ
の
自
由
時
間
を
ど
の
よ
う
に
行
使
す
る
か
が
世
界
の
行
方
を
左
右
す
る
時
代
が

到
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 


